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L・B・カウマン「山頂をめざして」より（６） 
 

７月２９日 
あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを

選んだのである。そして、あなたがたを立てた。それは、あなた

がたが行って実をむすび、その実がいつまでも残る…ためである。 
                 （ヨハネ１５・１６） 

 
  彼は私たちに仕事をゆだねられた 
彼は、この世を神と和解させるために来られた。そして、このた

めに、死に至るまで忠実であられ、大いなるあがないを成し遂げら

れた。今、彼は天にあって、私たちに和解の仕事をゆだねておられ

る。彼は言われる。 
「全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ」。 
 それから２０００年たった現在においても、この仕事は、あたか

も今始まったばかりのように見える！ 
F・W・ボレハム 

 
  シリヤの海べで 
  主の優しい召しを聞いた弟子たちのように、 
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  単純な信頼をもって 
  主に従って行こう、立ち上がって。 
           ホイッティアー 
 
  太陽の光ではなく 
  月の光ではなく 
  星の光ではなく 
  導きのかすかな光に従って、 
  おお、若い水夫よ、 
港に向って進め、 
あなたの仲間を呼び集めよ、 
あなたの船を出せ、 
帆を上げよ、 
そして、そのかすかな光の 
なくならないうちに、 
それを追い求めよ、 
それに従って行け。 
            テニソン 
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８月３日 
信仰によって、人々は紅海をかわいた土地を通るように渡ったが、

同じことを企てたエジプト人はおぼれ死んだ。 
（ヘブル １１・２９） 

  
信仰の城を守りなさい。眠るのでなく、目をさまして、祈ってい

なさい。敵は、すべての城門の外にあって日夜待機している。―― 
口先だけの議論、または高度な哲学を用いて、城塞を急襲し、ある

いは、狡猾さとへつらいをもって近づこうとして、待ち構えている

のである。 
 信仰の城を十分に守りなさい。それは、緊張とほねおりと奮闘に

十分値する事である。人生のあらしがやって来るとき、それはあな

たの力のやぐらとなり、最悪の運命に対抗しうる要さいとなる。何

人もそれを征服し、あるいは服従させることはできない。 
Patience  Strong 

  
  恐怖は戸をノックする 
  信仰はそれをあける 
  そして―― 
  そこにはだれもいない 
             G・J・G 
 
「もし、ひとりの徹底的な信仰を持った人が起こるなら、世界の歴

史は変化する事であろう」。 
             R・マクアダム 
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８月５日 
わが魂よ、さめよ。立琴よ、琴よ、さめよ。 
私はしののめを呼びさまします。  （詩篇 ５７・８） 

 
「あなたの周囲が目をさまし、活動をはじめる前に、朝早く、一日

の準備をしなさい。夜明け前のひとときは、一新の時である。早朝

の静寂は、一日を通じて、祝福としてとどまることであろう。その

静寂の中で、あなたの心を開き、あなたの魂を神に支配していただ

きなさい。あなたの神との交わりのひとときを、森の中にただひと

つ咲いている野ばら――それが野ばらであるゆえに、そして神がそ

のように造られたゆえに、そこに咲いている野ばら――のように、

単純な、芳しいものとしなさい！   Some Outdoor Prayers 
 
「一日が始まる前の、神とともにある早朝のひとときは、なんとい

う言い表しえないほどのすばらしさを持っていることであろう！」 
 
  主よ、私はあなたの朝を愛します、 
  太陽は輝きいで、小鳥は喜び歌い、 
  そして、草が露にぬれる朝を。 
  そのとき、世界はいのちに満たされ、 
  すべての自然界は 
  祈っているように思えます、 
  「あなたは私たちを 
  夜のやみの間も守って下さいました。 
  父よ、昼の間も私たちを導いてください」と。 
  私はいつも思います、 
  私が救い主にお会いしたのは 
  私の魂の朝であったということを。 
  そのとき、主は私に触れて 
  私をいやして下さったのです。  バルバラ・E・コルネット 
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８月１４日 
主よあなたのみ言葉は天においてとこしえに堅く定まり、あなた

のまことはよろずよに及びます。 （詩篇 １１９・８９・９０） 

 
   書物 

  人々が書く書物は 
  握りつぶされた枯れた花から 
  風によって運ばれる芳香にしかすぎない。 
  そのようなものをすべて超越し、 
  巨木のように、ひとり泰然と立つもの、 
  それが聖書だ。 
 
  聖書はあらしで動かされたり 
  また腐朽したりすることはない。 
  批判の風は、その聖なるページを汚すだろうが、 
  しかし、その中には真理があり 
  道があり、いのちがある。 
  風はむなしくそれを打つだけだ。 
 
  おお、この世から 
  きたるべき世に向かって 
  旅をする旅人よ、 
  神のすばらしい永遠のみことばのかげに 
  いこいなさい。 
  その木は私たちの必要を満たす。 
  あなたが力を使い果たしたとき、 
  はるかに伸びている約束の大枝の下に 
  手足を伸ばして横たわり、 
  そこに安息と平安を見いだしなさい。 
             ヘレン・フランジー・ボーウェル  
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８月２４日 
モーセは主に言った、「ああ主よ、わたしは以前にも、またあなたが、

しもべに語られてから後も、言葉の人ではありません。わたしは口

も重く、舌も重いのです。」 （出エジプト ４・１０） 
 
偽りの謙そんほど、神をはずかしめるものはなく、また、私たち

にとって危険なものはない。私たちがある種の徳や資格を持ってい

ないからと言って、神の恩寵によって私たちに割り当てられた地位

につくことを拒むならば、それは謙遜ではない。 
Ｃ・Ｈ・Ｍ 

 
  前進せよ、 
  ほかの者があなたより適していると 
  言ってはいけない。 
  あなたのしりごみは恥ずべきことだ！ 
  立ち上がれ！ 
  そして今、あなたの仕事に直面せよ。 
  あなた自身が 
  すべての事に耐えうることを認めよ。 
  言い抜けすることをやめよ 
  ――きょう、神はあなたを必要とされる。 
  前進せよ！ 
  
 あなたの目的を見いだし、あなたの生涯をそれに注ぎ込みなさい。

あなたの目的が高潔であればあるほどあなたは、より確実に、この

世を、あなた自身のうちにある豊かなものをもって富ませることで

あろう。 
フィリプス・ブルックス 
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８月２８日 
サムエルは言った、「主はそのみ言葉に聞き従うことを喜ばれるよ

うに、燔祭や犠牲を喜ばれるであろうか。見よ、従うことは犠牲

にまさり、聞くことは雄羊の脂肪にまさる。」 

      （サムエル上 １５・２２） 

「天上と台所とは、同じ高度にある。私たちは、山上の空気を呼吸

しながら、最も卑しい義務を果すことができるのである。」 
 

勝利の生活 
  私は私の主の召される声を聞いた。 
  その御声は、音楽的な麗しさをもつ。 
  主は私に命ぜられる。 
  「まっすぐ前進し、 
  後退することを考えてはならない」と。 
  … 
  彼は私に、私の義務をなすように命ぜられる。 
  たとえそれが 
  どんなにつつましいものであっても 
  そして、身近にある事を 
  喜びをもって謙虚にすることを命ぜられる。 
  なぜなら、キリストは仕えるおかたであり、 
  心をきよくするというこの世の努力を 
  助けるための奉仕なら、 
  どんな奉仕も卑しいとは考えられないから。 
  … 
  なぜなら、私は神ご自身の助力者であり、 
  彼は私の名を呼び、 
  私の仕事が犠牲の炎のように 
  清いと言われるから。 
      ビショップ・クエイル The Blessed Life   
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８月２９日 
しかし、わたし自身には、私たちの主イエス・キリストの十字架

以外に、誇りとするものは、断じてあってはならない。この十字

架につけられて、この世は私に死に、私もこの世に対して死んで

しまったのである。        （ガラテヤ ６・１０） 

 
ベートーベンは、自分の作った交響曲を、古いハープシコードで

ひいてみてテストするのを習慣としていた。このようにして、彼の

曲の真の性格が――欠点を隠すことも美点を誇張することもなく―

―明らかになるのである。 
 このようにして、私たちは、賢明に、自分の品性をテストするこ

とができる。公衆の面前、大かっさいを博するような場所において

ではなく、人目につかない、小さな、日常の義務の遂行――それは

なんら特別の注意も引かないものであり、また、賞賛をもって報い

られることもないものである――において、私たちの品性がどのよ

うに表われるかを確かめようと努めることによって、自分の品性を

テストすることができるのである。 
 もし、あなたの胸の片すみにおいて、あなたの思いや感情の調整

において、あなたの家族との交わりの中において、毎日の単調な家

庭生活において、あなたが麗しい平静な気質を保ち、快活に歩み続

け、義務を義務として喜んで果すならば、どんなにすばらしいこと

であろう。 
そして、このような小さな事柄において、心の底から、天にいま

す主に仕え、主をお喜ばせすることに努めるならば、またどんなに

すばらしいことであろう。一言にして言うならば、このような見え

を張らない立琴で演奏しても、あなたの言行がよい音を立てるなら

ば、それは、りっぱな、本物の、テストに堪える言行なのである。

そして、いつの日にか、天才ベートーベンの作品が受けるよりもは

るかにまさる大かっさいを受けることであろう。 
ドラモンド  The Changed Life  
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８月３１日 
ところが、しもべはあちらこちらと忙しくしていたので、ついに

彼はいなくなりました。    （列王上 ２０・４０） 

 
 あなたの人生をもっとも強く支配しているものは、あなたの機会

である。それはまた、一度逃がしたら、決して呼び戻すことのでき

ないものである。もし、機会が私たちのかたわらを、音もたてずに

すばやく通り過ぎようとするとき、それに目を留め、それをとらえ

ようとするならば、私たちは、明確なビジョンを持たなければなら

ない。機会は、あたかも日が過ぎるように、完全に消滅してしまう。 
 
 神よ、私たちに、ビジョンと、勇気と、そして冷静な知力を与え

てください。 
 
  義務は私たちに押し迫ってくる、 
  そして、働きの時は短いのだ。 
  もし、ビジョンが曇っているために 
  最もたいせつな義務を 
  軽視するようなことがあれば 
  どうなるのか。 
  もし、他に多くの人にできるような事を 
  熱心にしていて、 
  私だけに割り当てられた仕事を 
  永遠にしないでおけば、どうなるのか。 
              シャーロット・フィスク・ベーツ 
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９月２日 
だから、あなたはこう祈りなさい。  （マタイ ６・９） 

 
祈りの法則 

まず第１に、神と人との間の了解すなわち協約がなければならな

い。これは不変不動の祈りの法則である。 
第２に、この協約にしたがってまじわりのうちに過ごされる時間

と場所がなければならない。 
そうすれば、第３に、遅かれ早かれ、祈りの結果がもたらされる

のである。 
 しかし、祈りの法則とはなんであろうか。 
１ 祈りは、イエスの御名によってなされなければならない。 
２ 祈りは、心において、習慣において、生活において、イエスと

完全に一致してなされなければならない。 
３ 祈りは、聖書の教えと調和するものでなければならない。 
４ 祈りは、現実的な、単純な、明確な、確信をもってするもので

なければならない。 
S・D・ゴードン博士 

 
 
 


